
～　学習空間デザイン検討委員会　検討事項について（素案）　～

施設の老朽化

生徒数の減少

社会の多様化

長期にわたる

厳しい財政状

況

生活スタイルの

変化

中長期修繕・改修計画

改築・大規模改修

・情報化社会の進展

・グローバル化、ボーダレス化

・地域との連携

・自然災害への対応強化

高校改革

再編・整備計画

新たな学びの推進

・家庭におけるトイレの洋式化

・ 〃 空調設備の普及

・長野県ファシリティマネジ

メント基本計画

・中長期修繕・改修計画

（個別施設計画）

・施設の定期点検

・従来の設置基準に基

づく整備

・最適な学習空間

・環境に配慮した施設

・メンテナンスが困難

【高校】

・空き教室の活用方法

【特別支援】

・過大、過密化による教

室不足

・洋式トイレの整備

・エアコンの設置

様々な要望に応えながら、環境に配慮し、費用を抑制

可能なデザインを検討

（検討事例）

・教室の大きさ・配置計画

・多機能なオープンスペース

・グループ討議、ディスカッションスペース、発表の場

・教科教室型、教科センター方式

・少人数学習空間

・生徒の居場所、先生への質問、発表の場

・教室間の連携（PC教室と図書館との連携等）

・バリアフリー、ユニバーサルデザイン

・障がい特性に応じた自立活動スペース

・人と人が集う場所である学校の意義が感じられるよう

な空間づくり

（検討事例）

・ICT機器利用を前提とした施設

・地域にも利用される複合化施設

・避難施設としての機能

設置から維持管理までのトータルコストの面からの整備

（検討事例）

・配管剥き出し等による建設費、維持管理費削減

・施設の複合化による賃料収入

・スーパーエコスクール化によるランニングコスト

削減

・将来利用を見据えた施設整備計画

・改修等費用の平準化

・建設費等の削減

・ランニングコスト削減

・施設の後利用

◆ 学習空間デザイン検討委員会の報告イメージ ◆

・ これまでの施設整備基準によらない、これからの学習空間のあるべき姿をデザインし、統合新校、老朽改築、大規模改修を行う学校の標準的なスタイルをまとめる。

・効率的、効果的な施設整備によるコスト削減と維持管理が容易かつランニングコスト削減可能な方法についてまとめる。

なお、報告書には、平面図や透視図などのイメージ図を多用し、報告書を見たものが新しい学校をストレートにイメージできるものとする。

○先生の意見(仮)

・現在の教室では、アクティブラーニングに対応する授業ができない。

・「こういう授業を県立高校でやりたい」ができない。

・生徒の相談に乗ってあげたいが、適当なスペースが無い。

・生徒に調べもの学習をさせたいが、図書館とパソコン教室が離れている。

○地域の声（仮）

・子供が小さいので、個室の避難場所が欲しい。

・避難時に情報を収集する、ＦｒｅｅWifi の環境が欲しい。

○整備コスト、維持管理コストの削減

・施設の複合化により導入コストの削減を図る。

・自然エネルギーを活用することにより、施設のエコ化を図り、ランニン

グコストを引き下げる。

学校の現状

現状と課題・計画、将来的ビジョンの把握 デザインにより解決できることについて検討 理想の学校について意見募集

施設面の課題計画等

・ICTの活用

・情報機器の整備

・複合施設として整備

・地域の拠点

状況変化社会の状況 施設面の課題

学習空間デザイン検討委員会での検討事項

（検討事例）

・生徒の生活空間としてトイレのあり方（乾式）

・自然エネルギーと組み合わせた、エアコンの空調な

どの設備計画（自然風、地熱利用、太陽光の活用）

財政の状況 計画等 財政面の課題

○生徒の意見（仮）

・自分のスマホで、学校の授業やテストの情報検索をしたい。

○生徒の意見(仮)

・休日、放課後に友達に相談しながら勉強するスペースが欲しい。

・先生に気軽に相談できる場所が欲しい。

○日々のメンテナンス

・修繕箇所が増える中、漏水や配管の劣化が確認しやすいような工夫

→露出配管等で交換時に、仕上げ復旧費用をゼロへ（コストカット）。

・非構造部材の耐震対策、仕上材の簡素化、落下要素の削減。

○生徒の意見（仮）

・清潔で臭いのないトイレがいい。

・夏は暑い。冬は寒い。集中できない。

整備計画最適化専門部会での検討事項

利用者の意見（仮）

設置・管理者の目標

特別支援学校

充実の必要性
特別支援教育連携協議会

特別支援学校の在り方 ○保護者の意見(仮)

・障がいのある子どもを、明るく、清潔で、ゆったりとした学校で学ばせた

資料２


